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ドイツにおけるケージ養鶏の禁止とその後

鶏卵産業における最も大掛りな経済性フィーノレド実験の結果

ハンス・ウイノレヘノレム・ヴィントホノレスト l 箸

杉山 道 雄 2 ・大島俊三 3 • IjZ光美津子<1. 鷲 見 孝 子 5 共訳

2009年12月31日からドイツでは通常ケージで産卵

鶏を飼うことは禁止されたが，それ以降も鶏はいわ

ゆる小ク守ルーフ。飼養方式(ドイツ方式の大型ケージ)

で銅うことができた。通常ケージ銅養方式からオル

タナティブ飼養方式(訳注:平銅いなど)への転換は

2007年から始まったが， 2008年末まで大部分の通常

ケージ銅養方式は転換されることはなかった。 2009

12月の段階で，統計連邦局はドイツにおいて

1，410万個の産卵鶏F誌のケージ設備の存夜を確認、し

ていた。これには大型ケージ方式も含まれていた。

この大型ケージ方式はドイツの総産卵鶏羽数の

37.6%を収容していた。通常ケージで飼養されていた

産卵鶏は 760万羽，すなわち 28.2%で、あった。本稿

では， 2008年と 2009年の関のケージ餌養方式から

オルタナティブ、餌養方式への転換プロセスにおいて

鶏邦生援や消費用殻付界の翼易にどのような影響を

及ぼしたかを分析しよう

転換プロセスと銅養設備の

利用に対する影響

2008年 12月と 2010年 3Jlの関に飼養羽数 3，000

~~以上を飼育する養鶏農場は 8.5%減少し，収容設備

の数は 10.5%，産卵鶏羽数は 19.8%減少した(表1)。

このことは多くの採卵鶏農場がなるべく長く通常

ケージを使おうとしていたことを示している。しかし

ながら，もはやこれ以上のケージ使用が許されない

ようになったので，多くの農場では採卵鶏を導入し

ない状態となった。ケージ設備利用率は 2008年 12月

で 79.4%であり， 2009年 12月には 71.9%となり，

2010年 3Jlには 67.7%と減少した。ほとんどの養鶏
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農場は 2010の後半にはオルタナティブ餌育方式に

転換するので，採卵鶏羽数やケージ設備利用率も再

び増加するものと予測される。

採卵鶏羽数は飼養ケージ設備数よりも速く減少

したとしづ事実は，飼養方式の転換・変更の結果を

示すものである(表 2)。分析した期間で見ると，

ケージの収容羽数は 1，070万羽分，すなわち 43.2%

減少したが，平飼い，すなわち平館い方式における

収容設備は1， 000万羽分，すなわち 115.1%増加した。

表 1 2008年 12月と 2010年 3月の罰におけるドイツ
の採卵養鶏農場，収容設備および産卵鶏の数の推移

26，846 25，430 19.8 

Statistisches Bunndesamt EMA 2010 

表 2 2008年 12月と 2009年 12jjの問における
ドイツの産卵鶏飼養方式の割合の推移

ゲージ飼い*

数0，000) 24，777.30 14，069.40 …43.2 

平室長iい

数(1，000) 8，659.40 18，629.50 115.1 

}i;文し飼し、

数(1，000) 4，451.60 4，297.50 3.5 

生物学的余波

数0，000) 2，041.80 2，348.00 15 

メ口泳三N1

数(1，000) 39，929.90 37，344.30 -6.3 

出典:統計連邦局， Statistisches Bundesamt 

0369ω5247/11!Y500/1論文/JCOPY
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これまでのところ，自由放牧方式は転換プロセスか

ら利益を得るものはなかった。その設備は 15万

5， 000 ~~分，すなわち 3.5%減少した。生物学的生

産においては， 30万羽分の新規設備が導入された。

これまでの分析の結果をまとめれば以下の通り

である。

-採卵養鶏農場は，経費が掛からないとしづ利益が

あったので，可能な罷りケージ飼育を続けてきた0

.飼養方式の転換がもはや避けられなくなると，

ケージへの収容ネは 68%まで下落した。

-多くの採那鶏農家は，できる限り長くケージ利用

を進めることによる経済的損失は，低い収容率に

よる援失より少ないと計算していた。

ドイツの各州|における

変動差は大きい

一時的に採卵鶏~~数が減少したため，ドイツにお

ける 3，000羽以上を銅養する養鶏農場の鶏卵生産は

ほぼ 11億侭，すなわち 11.4%減少した。表 3のデー

タからわかるように，それぞれの州における動向は

かなり違っていた。こうした動向の背後にある主な

原因は転換プロセスのあり方と各飼養方式の割合

であった。推測されたことであるが， 6信t8ヂ 100

万個の絶対生産{回数減少はドイツの鶏卵生産拠点

であるニーダーザクセンチト|で発生したのである

(Windhorst 2009a， p.7) 0 しかしながら，へッセン州

とシュレースヴィヒ ホノレ、ンュタイン州は最大の

相対的減少を示した。，メクレンブ、ルクーフォア

ポメルンチ1'1やバイエルン州においては，鶏卵生産量

は増加した。これらの州においては転換フ。ロセスが

早期に始まったので採卵鶏羽数や鶏卵生産量は他

の州に比べ早い時期に安定していた。

この節の分析結果をまとめれば以下の通りである。

.転換プロセスと鶏卵生産の動向はそれぞれの州の

開で大きな差が縫認された。

-鶏卵生産の拠点で生産量は劇的に減少した。その

理由はケージ設備を可能な限り長く使用し，多く

の採卵鶏農場においてケージからの転換が 2010

年の後半にやっと始まったからである。

-採部農家が早期に転換プロセスを進めた州では，

産邦鶏羽数や鶏卵生産量が 2009年においてすで

に安定していた。ここでは中規模養鶏場 (30，000

から 50，000羽)で平飼し、方式が確立された。

-多くの食品絞売j苫が通常ケージ方式および大型

ケージ方式から佐藤される鶏卵を望まないとい

う決定をしたので，王手飼し、方式の採卵農家は有利

となった。 他方，ケージ飼し、を続けていた農家は，

生産費が安いことや鶏卵不足が生じたために鹿

内市場や他の EU加盟国の諮問の市場へ彼らの卵

を販売することに翻ることはなかった。したがっ

て彼らは利益を得た。それら利誌は少なくとも

2010年の第二四半期まで続いたのである。

表 3 2008 年 12 月と 2009 年 12 月の陀におけるドイツ諸州の~~JmJ生産の推移

出典:統計連安f¥局， Statistisches Bunndesamt 巳MA2010 
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消費用殻付卵の対外貿易に

対す る大きな影

鶏卵生産量の激減(差是1)はドイツでの食卓照の

殻付卵安易に大きな影響を与えた。 2007年 12月と

2008年 12月の間で12億{聞の鶏卵輪入の増加があった。

なお 2008年 12月と 2009年 12月の 1年間に 840万

個の鶏卵，すなわち 13.8%増の追加輪入がなされた

(Windhorst 2009b)。そのため，鶏卵白給率は約 54%

まで大幅に落ち込んだ。オランダ，ポーランドおよび

ベルギーはドイツの大幅な鶏卵不足のために利益を

得たのである(表4)02009年， ドイツは53億個の食卓

卵を輸入した。その内， ドイツは総鶏卵輪入量の

77.1%をオランダから輸入した。ポーランドは 4億

9，200万個で第二佼，ベルギーは 2億 8，130万個で

第三位で、あった。一方，スペイン，フランス，チェコ

およびリトアニアからの鶏卵輸入は減少した。

表 4 2008年 12月と 2009年 12月の問における

想定されたように，分析期間中における食卓用の

殻付卵の輸出は減少した。表 5のデータは，鶏卵輸

出量が 1億 5，900万個，すなわち 9.1%落ち込んだ、

ことを示している。英国やオランダへの輪出量が

もっとも大きく減少した。それにもかかわらず，オ

ランダはドイツの輪出相手国としてもっとも重要

な国であることに変わりなく，英国，ポーランドや

オーストリアがこれに続く。ポーランド，チェコ，

スイスおよび呑滋への輪出は拡大できた。非-Eじ

諸国への輸出減はわずかで、あった。食事用の殻付卵

と並んで，加工用卵が大量に輪出されていた。その

主要な部分はオランダ向けであった。

本節の分析の主要な結果は以下の通りである。

-転換プロセスの結果としての鶏邦生産量の急激な

減少は食卓胞の殻付与Hの急速な輸入増加をもた

らした。 2007年と 2009年の聞に約 20億個の輸

入増があった。

-ドイツで進行した鶏卵不足からもっと

ドイツの食卓朗殻f，JJJllの輸入量の推移 単位:100万個 も利益を受けた匡はオラン夕、¥ポーラン

ドおよびベルギーで、あった。鶏卵不足の

ためにほぼ 2年間卵価が上がり続けた。

その後卵価が低いレベノレで、安定し始め

たのは 2010年の第二ム四半期以降で、あっ

た。しかしながら，この価格はまだ和潤

を生むさ佐渡を維持できる程震にあった0

.殻付卵の自給率は 2010年の第 1屈

表 5 2008年 12月と 2009年 12月の潤における
ドイツの食卓周殻N.iisの輸出致推移 単位:100万個

フランス 66.7 74.1 

チェコ共和問

EU (27) 

，LrHJ江紙、3トì;tlFßI~L Statistiscl官只 Runndesamt

期で最低の 54%となったが， 60から 70%

のレベルに到達するには数年を要する

だろう。

総括と ぶべき課題

EU加盟国の中でドイツが 3年も早く

2010年 1月から通常ケージ飼養の全間的

に踏み切ったが，これは 3，000~~以上収

容可能な採卵養鶏場を 8.5%も減少させ

る結果となった。この減少と連動して，

産卵鶏羽数も 19.8%も減少した。陣内鶏

卵生産量はほぼ 1H割問，すなわち 11.4% 

も減少した。これはドイツの殻付卵の貿易

に甚大な影響を及ぼした。鶏卵輪入量は 8

億 4，000万個も追加され， 2009年において

最大値の 69億個となった。鶏卵加工品を

殻付き那に換算すると， ドイツでは年間
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ほぽ 90億俄の鶏界を輸入していることになり，世

界第一位の鶏卵輸入閣となった。他方，ドイツから

の鶏卵輸出量は 1億 5，900万個，すなわち 9.1%も

減少した。 2010年の後半期，すなわちケージ以外の

飼養方式への転換フ。ロセスが完成すれば，採卵鶏羽

数や鶏邦生産量も増加するだろう。しかし，鶏非自

給率が 60から 70%のレベルに回復するには数年を

要すると思われる。また，ケージ以外の飼養方式に

おける産卵塁手はケージ方式よりもかなり低いという

も自給率酪復を困難にしていると思われる。

今後五じがこのドイツでのフィールド実験から学ぶ

とすれば，それはどんなことであろうか。

・もし動物福祉の観点，その他の浬由から一国ある

いは関税障壁まのない共通市場において法的プロ

セスによって飼養方式の変更が強制されれば，それ

は一罰の総ての州や地域，あるいは共通市場の総て

の国において同時的に強制力をもつことになる0

.ドイツの例が示すのは次のことである。他の EU

諸留と比べてケージ方式を早期に禁止した結来，

多くの採卵鶏農家にはケージ方式が低生産費で

済むこと，ケージ銅養が許されていた他の諸国に

比べ不幸せとなるので通常ケージ方式を可能な限

り長く続けさせることになった。

.2009年 12月 31臼はケージ飼養の最終おであり，

これは2009年の第4四半期と 2010年の第 l四半期

におけるケージ設備利汚率の低下と鶏卵生産量

の激減をもたらし，園内需要を充足するために鶏卵

輸入の急増を招いた。 EUにおいても 2012年の第4

四半期と 2013年の第 1四半期の間で(もし期隈

の延一長がなければ)同様の動きが見られるだろう。

.通常ケージの使用を 2015年まで延期してほしい

というポーランドの要望があるが， EUにおいて

転換プロセスは 2012年末までに完了しないこと，

ドイツでの高生産費での鶏卵および鶏卵脇工品

産業の不利な立場を長号iかせることになる。

-ドイツの例は，綜換プロセスの陪において鶏那市

場における弗価格の変動が大きいことを明らか

とした。それは低い設備利用率およびオノレタナ

ティブ銅養方式における産卵ネの減少に由来す

る，回避できない鶏卵不足があったからである。

少なくとも転換プロセスの初期においては消費

者価格が上昇することは避けられないだろう。

・ドイツにおける鶏卵不足は他の EU諸酷からの輸

入によって賄われたが，これは 2012年以降の EU

においては，鶏卵需要を満たすほどの生産量が十

分ではないので，不可能であろう。

・非-EU諸国からの事会入は忍じの品質や安全の基

準および有効な動物福祉の規定を満たすことが

できないだろうし，消費者にとってはリスクを高

め，動物福祉の水準を引き下げることになろう O

・ドイツにおけるケージ養鶏の早期禁止は， EU議会

の議員および盟会議員らは，彼らの決定が鶏卵生産

や鶏卵貿易の動向にどんな影響を及ぼすか，ト分に

考えなかったことを示している。その結来生じた問

題は，指針.1999/74/ECの承認と大型ケージ館養

方式をどのように設置するかとし、う最終決定の簡

の長い期簡にEまって先鋭化してきた。法的な暖昧さ

は，必要な投資を先送りし，そして転換プロセスを

比較的短期間の中に押し込める結果となっている。
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